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弘前市の国道７号「神田高架橋」に、昨年１２月に設置された太陽電池とＬＥＤ

を使用したソーラー式視線誘導標には、通常とはちょっと違った機能があります。

それは、外気温の移り変わりを『光の変化でお知らせする』というもので、当事務

所が管理する国道では、県内初導入です。 

気温が２℃以上の時は白い光、気温が２℃未満になると青い光が点滅し、注意を

促します。なぜ２℃なのでしょうか。 

路面凍結は、交通量や道路構造、風の有無など様々な条件のもとに発生しますが、

一般的には外気温が２℃を下回ると凍結し始めると言われています。 

今回試験導入した神田高架橋付近は、１日の交通量が約４０，０００台と多く、

橋梁と立体交差点が続くため、路面状況の変化が激しい場所です。毎年、冬期間、

特に夜間には、中央分離帯を損傷する事故が多い場所でもあります。過去３年間で

見ると１１件の事故が発生していました。今冬は、例年よりも気温が高めに推移し

ているため一概には言えませんが、この視線誘導標を設置してからは事故の発生は

０件です。 

青い光が点滅していたら路面凍結注意のサインです。まだまだ油断できない日が

続きます。冬は余裕を持って、安全運転に努めてください。 
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